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論文内容の要旨
本論文の同的は，心理臨床において身体広状の治癒に「象徴的表現」が伴うことの実証である。
一寸
その)j法は三段階であり，第一部では聞論的文献研究によって!日j場・仮説・方法を示した。第一部は身
休感覚に閲する統計的研'先であり，第三部は身体症状の象徴的表現による治癒例(六向験例)の事例研究
法である。これらは結県にあたる。最後に第阿部総括として.総合的考察と結論を示したc
ここで「身体府状」とは臨床場市で訴えられる腹痛，頭痛，発熱，吐き気，煙壊などであり， I象徴的表
現」とは， th桜関係の深化に伴って生じ人間存花の全体性を体験させる表現のことである。第一部第 I章
は，心身全体の回復に必要な三つの観点「治療的距離」一退行JI象徴的表現jを挙げ，適切な|治療的距
離J でクライエントが治療者を多様に体験する「退行」状況では，身体ー感覚が認知に反映し「象徴的表現」
が生じることを論じた。第E章で比'象徴的表現jの臨床実例を示し本論文の問題が症状に伴う「身体
感覚Jの表現であることをぶした。第E章では，身体概念、と心像概念を吟味し， I共通感覚の場Jとしての
身体が「身体感覚ーの共有を可能にし，象徴として働くという仮説を不した。
第て部の統計的研究では，身体感覚と認知の関係から，身体が「共通感覚の場」であることを示した。
第W主では，身体感覚の質問紙を被験者115名に施行し，因子分析で身体感覚の因子構造を探索し，六凶 r-
「感覚的評価JI感情的評価jI活動性JI成熟判:JI構造的な霊感Jr構浩的な質感ーを措定した。第V草ーで
は，被験者60名に身体感覚の質問祇とロールシャツハ法を施行。身体感覚の指標を肉子分析の凶手得点と
し認知の指標をロールシャツハ法の数値として，両者の関係の有意性を検定した。モの結果は， ロール
シャツハ法が解釈に前提している運動感と接触感を支持した。この結果は， Rorsch!lch，Rの仮説(認知へ
の身体感覚の投影)を支持した。さらに身体ーの存在感や肯定的な質感は情緒的応答に優れる傾向と対応し，
身体が外界と応符しうる 7共通感覚の場」であると考えられた。
第三部の事例研究では，身体感覚と治療関係が箱庭や夢の表現に現れ，身体が心像として働くことを示
した。第羽章の8-}-男児事例では，直撃発作時の情動体験を，箱l丘療法の水の表現に治雄者の身体が反応
することで共有できた。第四章の心因性腹痛を繰り返した前思春期!男子事例では，身体衝動の:受容に必要
な見守る姿勢を箱庭の1]環表現に示した。第四苛では，執助な腹痛を訴えた男ー子高校生が，夢の表現で治
療者{像象を支えに腹1桶雨を体験し， 向
と同まいが引きl山1した治静療:者の父性的反L応bが両親からのn立立.と外{傷碁時の感情表現を促した。 2第f有iX章は' 事:
度強迫症から動けなさを訴えた思春期男子事例である。手ーも足も出ない治療者への反抗を契機に，く象に
乗る夢〉で按触感と運動!さを体験したu 第氾章の雌人感を訴えた成人男性事例では.治療者が実感を求め
:101--
て導入した箱躍に離人感特有の表面と内面の解離そのものを表現し，再生表現が岡復の契機となった。
第四部第XH章では総台的考察と結論を示した。身体ー症状には適応を妨け.る側面や精神的破綻を防ぐ側面
に加えて，心理的成長の契機となる側面がある。治療者が「共通感覚の場」としての身体をもうて心像と
して働くとき，クライエントは身体症状に伴う身体感覚の表現を全体性の体験へと創造することができる。
この「象徴的表現Jによって，身体症状は心理的成長の契機となりうることを峰認した。
論文審査の結果の要旨
本論文において「身体症状jというのは腹痛，頭痛，発熱，湾軍，目上き気などのことを指すが， それら
が心理療法のなかで意議されることをL寸。本論丈のもうひとつの概念で-ある「象徴的表現」とは治療者
とクライエントの関係性が深まると，時間の前後を超え，自他のF耳目IJを起えた，生きている人間存在その
もののあり方の「知」として，治療者の心が揺り動かされるような表現が出現するが，そのことを指すの
ですが， この種の表現を.他の何ものをふってしても替えがたい表現という意味で.I象徴的表現」とする。
心理臨床に於ける治癒とは，著者によれば.F治鋭的距離JI遅行現象JI象徴的表現jの3点ある。その
3点をロールシャツハ・テストと事例という方法により証明している。
まずロールシャツハ・テス卜では60名に施行した結果を， I日j数のSD法で得た結巣の園子分析したものと
統計的に比較している。結果は|活動性」の因子ではヘルマン・ロールシャツハが仮説した|運動反応」
が情緒を統制するのに寄与することを統計的に証明している。「外的活動性JI内的活動性あるいは成熟性」
では，身体の整った成熟性は情緒応議;怖が豊か.また「構造的な量感iの因子では身体の大きく広い感じ
は外界に対して革本的な信頼感と情緒的安定感に対応していたことを見い出している. これはヘルマン・
ロールシャハの濃淡反応の接触感仮説を支持する結果を導いている。「構造的な質感」の因子では，身体の
柔らかな質感は情緒的l応答性に優れ，現実吟味や自己実現の力がある傾向と対応する結果を出している。
以上により身体は外界との応答性(コンタクト)としての「共通感覚」の場として考えられると結んでい
る。
事例研究では身体症状を象徴的に表現することで克服していることを多くの事例を提示して， 上の統計
的結果を強化している。「総括Jでは，身体症状には適応を妨げる側面ム心理的成長の契機になる側面と
があること.治療者が身体を|共通感覚的な場」としその象徴的な働きを果たすときクライエントは
「象徴的表現」によって全体性を体験し回復できると，それまでの視座をまとめている。
以.1-:，本論文はオリジナリティに富み.かっ多くの知見を提1しているものである。よって審喪委員会
は本論文はその内容と形式において博士(学術)の学位に値すると判定する。
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